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E  5 公共トイレの便座の微生物汚染と便器からの水滴及び細菌の放散
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目的　ﾄｲI がゆとり空間として注目され、 施設の充実がはかられる一方で、 衛生状態の改

善も進んでいるかについては疑念がもたれる。 このため、 公共ト イレの微生物汚染の実状

を明らかにすることを目的iz、 拭き取り法により公共トイレの洋式便座の微生物汚染度を

測定した。 また、It    A実験により水洗による便器から周辺への水滴及び細菌の放散を調べ、

住宅事情の変化により増加している、ﾄ ね付き浴室の衛生性について考察した。

方法　常法に従い公共ﾄｲ1,の便座から拭き取り法により細菌を採取し、 普通ﾌﾞｲﾖﾝ( 一般

生菌数用）、ﾃｽ れｼｺうｲﾄ（推定大腸菌群用）、 卵黄加ﾏﾝﾆｯﾄ食塩（ 黄色:?"!■゙ ｳ球菌用）、 今

I'【ト（真菌群用）の各培地に塗抹、 培養して１便座当りの生菌数を測定した。 また、 水洗

ﾄｲIの*'■ｳ*をE.col i培養液で満たし、 水洗時の周辺への水滴及び細菌の放散状況をPH 試験紙

及びﾃり れｼｺうｲﾄ 培地で検出した。 実験はn'幻 の保持時間、 便器の種類（ 和、 洋式）、 給

水方式（rur 、 幻ｸ型）、 洋式便器の蓋の開閉状態を変えて行い、 それらの影響を調べた。

結果　便座上の生菌数は場所、 日時により102 以下～lO^c.f ､u.／便座の範囲でバラツキ

が見られたが、 冬期は夏期に比べ滅少し、 推定大腸菌群 、 黄色ﾌﾞﾄﾞｳ球菌、 真菌群の検出

頻度も夏期の1/2  以下に減少した。 水洗時に洋式では便座の高さ、 和式では使用中の人の位

置で水滴が検出され、 飛沫は水流の方向によって分布に偏りがあり、l＼'≫7゙の保持時間と共

に増加した。 水洗によりﾀﾝｸ型洋式便器では便器付近から細菌が検出されたが、 水洗時に便

座の蓋をすると、 放散はほとんど抑制された。

また、 公共 ｝ヽイレに関する意識調査の結果も合わせて報告する。

E   6 床 塵 埃 中 の カ ビt ダ ニ ア レ ル ゲ ン 量
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目 的　 室内 の仕上 材に 季節 を問 わ ずカビ が 増殖し 、 とく に梅 雨期、 冬 季の 結露 によ るカ

ピ 汚 染は 、近年 アレ ル ギ ー体質 の人 にと って、 アレ ル ゲン とし て注目 さ れて いる。 こ こで

は 、 室内 のカビ 汚染 の中 で一床 面 の畳、 カ ーペ ■:j   ト に 堆 積 する塵あ い中 の カビ とダ ニアレ ル

ゲン を求 め、 室内 のカビ 、ダ ニ 汚染 によ るア レル ギ～ 疾患 との 関連を も求 めよう とし た。

ダ ニ アレ ルゲ ン、 カビ の季 節的 変動 を求 める ため に、 ２月、 ９月 の２ 回 の測 定を 行っ た。

方 法　 東北 地方 の市 街地 集合 住宅 ２棟 にお いて 、ア ンケ ート によ り、 掃除 回数、 家 族構

成、 アレ ル ギー疾 患の 有無 等の 回答 を求 め、 合計6   0 戸 の 住戸 の床面 の 塵埃 を掃 除機 で収

集し た。 収集し た資 料 は、 各戸毎 に 塵埃0  .    5 ≫を1    0  0 倍 の 滅 菌水 で希釈 し、 白金 耳 で

培地 上に 塗布し て、 ４ 日後 に発 生コ ロニ ーを 計数し た。 培 地は 、ＰＤ Ａ 培地 とD  G    1   8 培

地 を 用い た。　カビ は、 その 後、 培地 上の コロ ニ ーを 菌 別に 分離し て、 菌 の同 定を 行っ た。

ダ ニ アレ ルゲン は、 化 学免 疫法 によ って、 アレ ル ゲン 量の 定量 をも 行っ た。

結 果　 カピ とダ ニは 増殖 に適し た 温湿 度が 近似し て いる こと から 何等 かの 関係 があ ると

思わ れた か、 とく に関 係は 見い だせ なかっ た。 集 合住 宅は 各戸 の温 湿度 の変 動が 少な いた

めと 思 われ る。 ア ン ケート 結果 から は掃 除 の回 数との 相関 を求 め たが、 関係 なく、 ア レル

ギ ー疾患 の住 人は 非常 に少 なか った。 ２月 と ９月 の比 較で は、 カビ では、 大 きな 変化 は見

いだ せな っか たが、 ダ エア レル ゲン につ いて は、2 月 に比し て、9 月 の 結果 は、 同一 住戸

で 大きな 値を 示し、9 月 の ダニ アレ ルゲ ン 量が多 いこ とを 示し てい る。 菌 の同定 結果 から

は各 戸と も、 同一 の菌 が多 く検 出さ れ た。　　　　″
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